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こ
れ
か
ら

の

浄
責
に
期
待
す
る
こ
と

一
・
青
年
僧
が
担
っ
た
終
戦
直
後
の
教
区

昭
和
二
十

一
年
、
生
き
残
り
の
学
徒
兵

が
ポ
ッ
ダ
ム
少
尉
と
な
っ
て
復
員
し
、
教

区
書
記
と
な
っ
て
当
時
お
つ
か
え
し
た
教

区
長

（教
務
所
長
）
は
、
若
冠
三
十
九
才

の
柴
田
敏
夫
上
人

（港
北
組
蓮
勝
寺
ご
先

代
）
で
あ

っ
た
。
更
に
参
事

。
団
長

。
理

事

。
議
長
等
、
何
れ
も
柴
田
上
人
と
同
年

輩
の
方
々
で
あ
り
、
い
わ
ば
三
、
四
十
代

の
青
年
僧
に
よ
っ
て
教
区
が
支
え
ら
れ
運

営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
当
然

の
こ
と
な
が
ら
常
に
、
教
区
に
は
熱
気
が

充
満
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
に
し
て
想
え
ば
こ
う
し
た
三
、
四
十

代
の
青
年
僧
が
、
教
区
の
ト
ッ
プ
と
し
て

活
躍
で
き
た
か
げ
に
は
、
そ
れ
を
育
て
た

豊
か
な
土
壌
が
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の

第
十
八
代
神
奈
川
教
区
教
区
長
　
森
　
爽

海

土
壌
を
醸
し
た
も
の
は
先
輩
住
職
方
の

「多
少
の
行
過
ぎ
や
ミ
ス
が
あ
っ
て
も
後

進
を
育
成
」
し
よ
う
と
若
い
者
に
教
区
を

托
し
た
広
い
抱
擁
力
で
あ

っ
た
。

翻

っ
て
現
今
の
教
区
は
ど
う
か
。　
一
時

よ
り
は
違

っ
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
高
齢
支
配
で
あ
る
。
他
教
区
は

ど
う
か
と
み
る
と
全
国
教
区
長
、
団
長
会

に
出
て
み
て
も
若
い
人
が
多
く
な

っ
て
来

て
い
る
し
、
増
上
寺
圏
の
十
八
教
区
で
も

圧
倒
的
に
若
返

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
点
、

本
教
区
で
も
想
い
切

っ
た
教
区
、
各
組
役

職
の
若
返
り
を
考
慮
す
る
時
期
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に

先
輩
住
職
方
の
後
進
の
た
め
に
道
を
拡
げ

る
度
量
と
、
青
年
僧
の
大
い
な
る
自
覚
と

奮
起
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。

二

・
青
年
僧
よ
乱
世
に
視
野
を

　

．

間
も
な
く
二
十

一
世
紀
、
国
際
化

。
高

齢
化

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
等
激
動
の
時
代
、
佛
教
界
も
当
然
こ

の
激
動
の
中
に
立
た
さ
れ
る
。
す
で
に
核

家
族
化
に
よ
る
家
庭
崩
壊
の
波
は
、
檀
家

制
度
に
も
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。

人
々
の
祖
先
崇
拝
や
霊
魂
に
対
す
る
観
念

も
次
第
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
寺
院
主
導
で
あ

っ
た
葬
儀

も
葬
祭
業
者
の
手
に
移
り
、
そ
の
形
態
も

さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
僧
侶
の

一
部
に
は
こ
う
し
た
業
者
の
手
代
に
な
り

下

っ
た
者
も
あ
る
仕
末
。
こ
う
し
た
商
業

ペ
ー
ス
や
形
骸
化
し
た
葬
儀
に
い
や
気
し

た
民
衆
は
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
も
と
め
、

僧
侶
ぬ
き
の

″
お
わ
か
れ
会
″
や
山
や
海

へ
の
散
骨
、
果
て
は
ロ
ケ
ッ
ト
葬
な
ど
も

現
れ
て
い
る
。

従
来
守
り
続
け
ら
れ
て
来
た
概
念
や
通

念
が
根
本
か
ら
覆
え
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
が
、
こ
の
世
紀
末
で
あ
る
。
こ
の
既

成
概
念
や
常
識
が
崩
れ
去
る
時
代
は
、
あ

る
意
味
で
は
乱
世
で
あ
る
。
こ
の
乱
世
に

あ
な
た
方
は
佛
教
界
を
背
負
い
、
法
然
イ

ズ
ム
を
か
か
げ
て
、
寺
を
護
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
も
は
や
従
来

通
り
の
安
逸
さ
で
は
通
ら
な
い
時
代
。

も
っ
と
市
民
に
理
解
さ
れ
、
親
し
み
や

す
い
佛
教
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
、
二
の
例
を
挙
げ
て
み
れ
ば
、
施
餓
鬼

会
や
十
夜
会

の
表
白
だ
。
た
し
か
に
古
典

と
し
て
は
名
文
で
あ
る
が
、
あ
れ
で
参
詣

者
が
理
解
出
来
た
ら
不
思
議
。
私
は
昨
年

の
十
夜
会
か
ら
国
語
体
の
表
白

に
代
え
た

と
こ
ろ
、
檀
徒
か
ら

「
よ
く
解

っ
て
有
難

い
」
と
好
評
で
あ

っ
た
。
又
、
今

の
若

い

世
帯

に

″
つ
け
と
ど
け
″
は
理
解
で
き
な

い
よ
う
な

の
で
、
檀
家

に
は
メ
ン
バ
ー

ズ

・
カ

ー

ド

を

作

り
、
メ

ン

バ

ー

・

フ
ィ
ー

（護
寺
費
）
を
納
め
て
貰
う
よ
う

に
し
て
い
る
。

以
上
は
、
新
し

い
試
み
に
過
ぎ
な
い
が
、

こ
の
乱
世

に
青
年
僧
と
し
て
新
し
い
感
覚

を
フ
ル
に
活
か
し
て
、
退
し
く
寺
院
経
営

に
当

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

三

・
青
年
僧
よ
愛
語
施
を

今
時
の
若
者
は
、
屈
託
が
な
く
伸
々
し

て
い
て
い
い
の
だ
が
、
ど
う
も
メ
リ

・
ハ

リ
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

な
い
よ
う
だ
。
お
互
い
も
そ
う
だ
が
、
先

輩
に
逢

っ
た
ら
、
フ
」
ん
に
ち
は
」
ぐ
ら
い

最
低
限
の
挨
拶
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

他
人
に
明
る
く
、
人
よ
り
先
に
言
葉
が
け

す
る
。
実
は
こ
れ
、
教
化
の
第

一
歩
の
愛

語
施
、
あ
な
た
の
若
さ
と
明
る
い
愛
語
で
、

多
く
の
人
々
に
生
き
る
力
を
与
え
て
下
さ

い
。以

上
、
塩
澤
会
長
か
ら
も
と
め
ら
れ
る

ま
ま
に
本
音
を
書
き
ま
し
た
。
ど
う
か
真

意
を
お
く
み
と
り
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
は

あ
な
た
方

の
時
代
で
す
。
精

一
杯
の
ご
精

進
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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組

ゴルフ (18日 )

引声一泊研修会

(16～ 17日 )

引声研修会(上旬)

引声研修会(下旬)

引声研修会及び バ…ベキュー大会

署気払い(上旬)|   (未 定)

ボ…リング大会
(25日 )

別時念仏会

(25日 )

暑気払い

(8月下旬～9月上旬)

家族親陸会

(下旬)

1泊研修会

(1～2日 )

1泊研修会

(1～2日 )

別時念仏会

(25日 )

別時念仏会

(25日 )

別時念仏会

(25日 )

忘 年 会

(下旬)

忘 年 会(上旬)

法式研修会(上旬)

托  鉢 (中旬)

托  鉢 (未定)

忘 年 会(未定)

托  鉢 (上旬)

忘 年 会(上旬)

托 鉢 (23日 )

新年会 (未定)

別時念仏会

(25日 )

別時念仏会

(25日 )

高 座 組

お問い合わせ

事務局 渋谷聡明
丁EL 0462-54-5365

鎌 倉 組

お問い合わせ

事務局 成田善俊
丁EL 0468¨ 41-3623

三 浦 組

お問い合わせ

会 長 吉水祥史
丁EL 0468… 88… 3013

中 郡 組

お問い合わせ
会 長 吉永英之
丁EL 0463-58… 2149

小 田 原 組

お問い合わせ

会 長 田辺裕誠
丁EL 0465… 68… 5161



平成9年度 神 浄 青 &各

神 浄 青
お問い合わせ

事務局長 山沢敦浩
TEL 045-861-1689

京 浜 組

お問い合わせ

会 長 宮林雄彦
丁EL 045-253-1243

港 北 組

お問い合わせ

事務局 石川和弘
丁EL 045-591-3653

港 南 組

お問い合わせ

会 長 奥田昭應
丁EL 045-771-6969

全浄中央研修会

(28～29日 )

法式研修会

(18日 )
定期総会 (17日 )

布教研修会

(23日 )

研 修 (28日 )

法式研修会

(5日 )

港北・港 南組
家族 親 睦会

(28日 )

港 南・港北 組
家族 親 睦会

(28日 )

浄青神奈川発行(1日 )

関ブロ総会0研修会(10～20日 )

研 修 (25日 )

港南浄青発干」

(未定)

大本山光明寺清掃奉仕(4日 )

夏期僧堂手伝い(20～30日 )

家族親睦会

(未定)

研 修 (未定 )

法式研修会及び

暑気払い (7日 )

研 修 (未定 )

布教研修会

(未定)

大本山光明寺清掃奉仕(9日 )

大本山光明寺十夜手伝い(14日 )

関ブロ
"ぶ

―ル大会(9～ 10日 )

第15回″ 団 ―ル大会(上旬)

法式研修会

(16日 )

法式研修会及び
祝賀会1泊2日

(未定)

ふれあいDAY
(未定)

法式研修会及び

忘年会(未定)

忘 年 会(中旬) 托 鉢 (未定)

法式研修会及び

忘年会(14日 )

別時念佛会

(24日 )

他宗・教団見学
(中旬)

研 修 (未定 )

布教研修会

(18日 )

研 修 (未定)

布教研修会
(未定)

家族親睦会

(上旬)

写 仏 会 &
ソフトパレーボール大会(中旬)

青年帰敬会
(未定)
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一略翻而邸刊ノロ総Ｗム・・０・？

第
２４
回
関
ブ
ロ
浄
青
総
会
並
び
に
研
修
会
が
、
６

月
１８
日
～
１９
日
に
茨
城
教
区
担
当
で
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
、
平
成
７
年
度

事
業
報
告
、
会
計
報
告
に
続
い
て
会
則
の
一
部
改
正

が
な
さ
れ
た
後
、
新
理
事
長
に
千
葉
教
区
の
山
本
上

人
が
就
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
８
年
度
事
業
計

画
案
、
予
算
案
が
発
表
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

研
修
会
は
卜
『和
合
』
生
き
で

は
な
い
の
ち
　
生

か
さ
れ
る
い
の
ち
―
と
い
う
デ
ー
マ
の
も
と
行
な
わ

れ
、
１
日
目
は
満
抹
柩
ｉ学
榊
輝
柄
科
の
分
野
か
ら
２

名
の
先
生
を
お
迎
え
し
ヽ
脳
死
問
題
、
遺
伝
子
問
題

等
の
お
扁
を
戴
き
い
命
之
一は
何
な
つ
か
と
い
う
事
を

真
剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
２
日
日
は
タ
ン
ン
ト
の

ポ
ー
ル
牧
さ
ん
の
溝
演
が
あ
り
、
幼
少
期
の
寺
で
の

生
活
経
験
が
征
自
グ
の
人
生
に
深
く
影
響
し
て
い
る

事
を
得
意
の

″指
パ
ッ
チ
ン
″
を
交
え
な
が
ら
軽
快

な
リ
ズ
ム
で
話
さ
れ
た
。

●
会
長
コ
メ
ン
ト

遠
く
迄
ご
参
加
戴
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
亀

時

所

日

場
9月 30日

大磯プリンス室内プール

平
成
８
年
９
月
３０
日
、
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

屋
内
プ
ー
ル
を
会
場
に
、
神
浄
青
初
め
て
の
企
画

「水
泳
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
皆
、
何
か
が
お
き
る
、
何

か
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期

神
浄
青
水
泳
大
会
報
告

競
技
種
目
及
び
上
位
の
順
位
は
次
の
通
で
す
。

☆
水
中
徒
競
争

一
位
　
中
郡
組
斉
藤
君

二
位
　
鎌
倉
組
当
間
君

三
位
　
東
京
浄
青
田
丸
君

★
ビ
ー
ト
板
バ
タ
足
競
争

一
位
　
東
京
浄
青
田
丸
君

二
位
　
一局
座
組
藤
本
君

三
位
　
一示
浜
組
加
藤
君

☆
借
物
競
争

一
位
　
東
京
浄
青
田
丸
君

二
位
　
一示
浜
組
陣
川
君

三
位
　
中
郡
組
吉
永
君

☆
水
中
騎
馬
戦

一
位
　
一二
浦
組
余
郷

。
菊

地

・
須
田
チ
ー
ム

ニ
位
　
東
京
浄
青
田
丸

・

武
智

。
清
水
チ
ー
ム

待
を
持
ち
つ
つ
、
京
浜
組
７
名
、
港
北
組
７
名
、

港
南
組
８
名
、
高
座
組
５
名
、
鎌
倉
組
６
名
、

三
浦
組
７
名
、
中
郡
組
１０
名
、
小
田
原
組
４
名
、

そ
れ
に
加
え
て
東
京
浄
青
よ
り
４
名
、
千
葉
浄

青
よ
り
７
名
の
御
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
場
所
を
移
し
心
よ
い
疲
労
の
中
で
、
表

彰
式
を
兼
ね
た
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
大
き
な

事
故
も
な
く
、
大
変
に
盛
り
上
が

っ
た
大
会
で

し
た
。

三
位
　
一示
浜
組
吉
水

。
加

藤

・
佐
々
木
チ
ー
ム

☆
平
泳
ぎ
五
十
メ
ー
ト
ル

一
位
　
東
京
浄
青
田
丸
君

二
位
　
一示
浜
組
陣
川
君

三
位
　
港
南
組
奥
田
君

★
ク
ロ
ー
ル
五
十
メ
ー
ト
ル

一
位
　
東
京
浄
青
武
智
君

二
位
　
一局
座
組
藤
本
君

三
位
　
港
北
組
大
谷
君

★
百
五
十
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

一
位
　
東
京
浄
青
田
丸

・

武
智

。
清
水
チ
ー
ム

ニ
位
　
一二
浦
組
余
郷

・
山

本

。
須
田
チ
ー
ム

三
位
　
一示
浜
組
陣
川

。
加

藤

。
水
谷
チ
ー
ム

☆
総
合
得
点
順
位

一
位
　
東
京
浄
青

二
位
　
一二
浦
組

三
位
　
一昼
洪
組

●
会
長
コ
メ
ン
ト

大
変
楽
し
い
一
時
で
し
た
。
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関
ブ
ロ
ソ
フ
ト

第
１４
回
関
ブ

ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
１０

月
２８
日
～
２９
日
に
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
２８
日
に
は
、各
教
区
代
表
に
よ
る
「
一

人
羽
織
早
食
い
大
会
」
を
行
い
、
優
勝
者
か

ら
好
き
な
ブ

ロ
ッ
ク
を
選
択
す
る
と
い
う
趣

向
を
凝
ら
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
抽
選
会
と
懇

親
会
を
、
長
野
ホ
テ
ル
犀
北
館
に
て
行

っ
た
。

神
奈
川
か
ら
は
杉
浦

・
曽
我
両
氏
が
焼
酎
入

り
焼
き
そ
ば
に
挑
戦
し
た
が
、
悪
戦
苦
闘
し

て
い
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
開
き

と
な
り
、
各
々
明
日
の
優
勝
を
夢
見
な
が
ら

前
祝
い
の
二
次
会

へ
と
繰
り
出
し
て
い
っ
た
。

翌
２９
日
は
す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

犀
川
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
に
て
記
念
撮
影
、
開

会
式
の
後
、
試
合
が
始
ま
っ
た
。

今
回
神
奈
川
か
ら
は
１８
名
の
参
加
が
あ
り
、

東
と
西
の
２
チ
ー
ム
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
西
（鎌
倉

。
三
浦

。
中
郡

・
小
田
原
）

チ
ー
ム
は
、
東
京
Ａ

・
埼
玉
と
戦
い
２
敗
し

て
し
ま
っ
た
が
、
９
～
１２
位
決
定
戦
に
お
い

て
１
勝
し
９
位
と
な

っ
た
。

東

（京
浜

。
港
北

・
港
南

。
高
座
）
チ
ー

ム
は
、
栃
木

。
長
野
Ａ
と
戦
い
打
撃
戦
の
末
、

見
事
に
２
勝
し
、
１
～
４
位
決
定
戦

へ
と
進

ん
だ
。
も
う

一
歩
で
決
勝
と
い
う
と
こ
ろ
で

茨
城
に
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
っ
た
が
、
３

位
決
定
戦
で
群
馬
を
破
り
、
堂
々
３
位
と
い

う
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
た
。

試
合
終
了
後
の
閉
会
式
で
は
、
今
回
優
勝

で
５
連
覇
を
達
成
し
た
東
京
浄
青

に
優
勝

カ
ッ
プ
と
賞
品
が
渡
さ
れ
た
。
や
は
り
東
京

浄
青
を
破
る
の
は
神
奈
川
し
か
い
な
い
と
思

い
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

次
回
大
会
で
は
、
優
勝
カ
ッ
プ
を
持
ち
帰

る
ぞ
Ｈ
　
オ
～
。

●
会
長
コ
メ
ン
ト

来
年
は
絶
対
優
勝
ス
ル
ゾ
ー
、
ウ
ォ
～ 雲鰤

融
一劇

①神浄青ソフトЪ

霊
峰
富
士
を
臨
み
、
鮎
も
棲
む
と
い
う

清
流
、
酒
匂
川
に
隣
接
し
た
ス
ポ
ー
ツ
広

場
を
会
場
に

「神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

霜
月
も
中
旬
、
富
士
を
臨
め
ば
新
雪
の

景
色
、
当
日
は
寒
気
も
予
想
さ
れ
た
が
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
か
、
体
感
温
度

は
さ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

開
催
セ
レ
モ
ニ
ー
も
次
第
通
り
進
み
、

二
会
場
に
分
か
れ
て
の
試
合
開
始
と
な
る
。

声
を
か
ら
し
て
声
援
す
る
人
、
勝
利
を
め

ざ
し
闘
志
を
た
ぎ
ら
せ
必
至
に
ボ
ー
ル
を

追
う
姿
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
が
み

え
る
。
そ
ん
な
中
に
も
和
気
愛
々
と
し
た

親
睦
和
合
が
伺
え
る
。
試
合
も
順
調
に
進

み
、
決
勝
進
出
チ
ー
ム
は
京
浜
、
港
北
合

同
チ
ー
ム
と
中
郡
組
。
ご
存
知
の
方
も
い

る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
数
年
こ
の
両
チ
ー
ム

の
対
戦
に
は
、
何
か
と
因
縁
が
あ
る
。
無

事
進
ん
で
く
れ
れ
ば
と
思

っ
て
い
た
が
や

は
り
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
イ
ン

を
め
ぐ
り
、
あ
わ
や
乱
闘
か
？
　
数
十
分

や
り
と
り
が
あ

っ
た
が
、
そ
こ
は
浄
青
。

そ
の
後
は
前
に
も
増
し
て
決
勝
戦
ら
し
い

熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
、
両
軍
善
戦
の
結

果
、
中
郡
組
が
念
願
の
優
勝
を
果
た
し
、

勝
利
の
美
酒
に
酔
う
こ
と
に
な
っ
た
。

試
合
も
無
事
終
り
、
恒
礼
の
懇
親
会

ヘ

と
移
る
。
塩
沢
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

優
勝
チ
ー
ム
ヘ
カ
ッ
プ
の
贈
呈
、
懇
談
と

な
る
。
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
場
も
盛
り

上

っ
て
く
る
。
今
日
の
試
合
の
事
、
会
員

同
士
の
交
流
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
輪
が
出
来

文
字
通
り
の
和
合

。
親
睦
が
み
ら
れ
た
。

付
け
加
え
れ
ば
、
多
く
の
若
い
会
員
の

参
加
を
見
た
こ
と
は
、
浄
青
の
将
来
を
良

き
方
向
に
導
い
て
く
れ
る
も
の
と
感
じ
た
。

さ
ら
に
、
今
回
奪

っ
て
参
加
下
さ
れ
た
Ｏ

Ｂ
諸
師
方
に
も
、
甚
深
な
る
お
礼
を
申
し

上
げ
、
無
事
盛
会
の
う
ち
進
行
で
き
た
こ

と
を
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

小
田
原
組
　
田
辺
裕
誠

●
会
長
の
コ
メ
ン
ト

小
田
原
浄
青
の
み
な
さ
ま
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
９
年
１
月
２４
日

（金
）
大
本
山
光

明
寺
大
殿
に
お
い
て
毎
年
恒
例
の
別
時
念

仏
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
お
別
時
は

初
の
試
み
と
致
し
ま
し
て

「
六
時
礼
讃
」

を
行
い
朝
９
時
の
集
合
に
も
か
か
わ
ら
ず

神
浄
青
会
員
３２
名

（内
Ｏ
Ｂ
２
名
）
の
ご

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
組
で
導
師
、
役
僧
、
維
那
、

礼
拝
の
役
割
を
し
て
も
ら
い
各
法
要
ご
と

に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て

「
六
時
礼

讃
」
を
お
唱
え
い
た
し
ま
し
た
。
日
頃
あ

ま
り

「
六
時
礼
讃
」
を
お
唱
え
す
る
機
会

日寺

が
な
い
の
で
大
変
い
い
勉
強
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
し
、
塩
沢
会
長
を
は
じ
め
浄
青

の
皆
さ
ま
に
緊
張
感
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

又

「六
時
礼
讃
」
以
外
に
法
式
の
講
義

を
も
ち
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
は
、
浄
土

宗
東
京
教
区
法
儀
司
で
あ
ら
れ
ま
す
福
西

賢
兆
上
人
を
お
迎
え
し
て

『枕
経
の
実

際
』
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
大
変
為

に
な
る
お
話
し
と
実
技
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

今
年
度
も
ま
た

「
六
時
礼
讃
」
の
お
別

時
を
行
い
ま
す
の
で
神
浄
青
会
員
又
Ｏ
Ｂ

の
皆
さ
ま
に
は
多
数
の
ご
参
加
戴
け
ま
す

よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

●
会
長
コ
メ
ン
ト

一
日
中
お
念
仏
が
で
き
ま
し
た
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

□他
宗
教
団
見
学
□

本
年
２
月
２６

・
２７
の
両
日
、
天
理
教

・

弁
天
宗
を
見
学
参
拝
致
し
ま
し
た
。
事
前

に
財
団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所
研
究
員
の

弓
山
達
也
氏
を
お
招
き
し
勉
強
会
を
開
い

た
功
も
奏
し
、
大
変
ゆ
と
り
の
あ
る
研
修

会
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
に
も
天
理
教
は

参
拝
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

大
半
の
新
新
宗
教
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
程
の
教
団
で
す
か
ら
、

再
び
見
学
参
拝
す
る
に
足
る
研
修
会
で
し

た
。
特
に
両
教
団
共
に
大
変
友
好
的

に

我
々
を
歓
迎
頂
け
ま
し
た
こ
と
に
は
感
謝

の
念
に
た
え
ま
せ
ん
。

何
と
い
い
ま
し
て
も
天
理
教
団
の
神
殿

の
威
容
さ
に
は
唯
々
目
を
み
は
る
ば
か
り

に
圧
倒
さ
れ
、
そ
れ
以
上
に
信
徒
の
方
々

の
篤
信
さ
や

「陽
気
ぐ
ら
し
」
の
温
厚
な

対
応
に
、
こ
の
教
団
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ

り
ま
し
ょ
う
。
神
殿
内
は
三
千
畳
と
い
う

広
さ
で
、
朝
勤
め
１５
分
程
に
千
か
ら
三
千

も
の
人
が
参
拝
し
、
各
々
が
「
お
て
ふ
り
」

の
所
作
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
共
も
実

践
い
た
し
ま
し
た
が
、
個
々
が
自
ら
勤
め

る
空
気
に
満
ち
浴
れ
て
い
ま
し
た
。
宗
教

の
垣
根
を
超
え
て
振
り
返
れ
ば
当
然
か
く

あ
る
べ
き
と
、　
〓
ホ
教
者
と
し
て
意
を
新

た
に
さ
せ
ら
れ
る

一
時
で
し
た
。

●
会
長
コ
メ
ン
ト

他
宗

・
教
団
に
は
毎
回
驚
か
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
Ｏ
Ｂ

。
他
教
区
の
ご
参

加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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大
谷
　
ね
え
ね
え
相
馬
く
ん
、
僕
達
仕
事

し
た
っ
け
？

相
馬
　
う
―
ん
、
そ
う
だ
な
―
。
編
集
委

員
長
の
夏
見
さ
ん
に
お
ん
ぶ
に
だ

っ

こ
で
、
俺
達
何
に
も
し
て
な
い
で
し

ょ
う
。
で
も
と
り
あ
え
ず
写
真
だ
け

は
撮

っ
て
た
け
ど
ね
。
人
谷
な
ん
か

し
た
？

大
谷
　
う
―
ん
、
そ
う
だ
ね
―
。
と
り
あ

え
ず
は
、
マ
ス
の
数
か
ぞ
え
た
よ
。

で
も
、
長
谷
川
さ
ん
は
ど
う
？

長
谷
川
　
俺
に
ふ
る
な
よ
。
俺
だ

っ
て
水

谷
さ
ん
と
が
ん
ば

っ
て
る
ん
だ
よ
。

ね
、
水
谷
さ
ん

水
谷
　
ま
あ
そ
ん
な
事
よ
り
、
最
近
関
内

行

っ
て
る
？

夏
見
　
う
―
ん
、
そ
れ
は
と
も
か
く
君
達

便
所
の
氷
溶
か
し
た
事
あ
る
？

全
員
　
オ
イ
オ
イ
。




